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「運⽤ガイド」の活⽤⽅法

次ページの⽬次から、⼤きく以下の３つの視点で活⽤できます。

当システムの対応ポイント

「　 当システムの対応ポイント」

で、改正に対する当システムの
対応機能を把握できます。

日常業務

「第１章」で、税率が８％から
10％に切り替わるオペレーティ
ング・リースなど業務の変更点
をイメージできます。

外部システムとの連携

汎⽤データ受⼊を利⽤している
場合は、「第２章」で改修が
必要かを判断できます。
具体的にどのような改修が必要
かを確認できるので、９⽉まで
の改修スケジュールを⽴てられ
ます。

外注契約の業務変更点をイメージできます。
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『建設仮勘定オプション』『建設仮勘定オプション』



 お客様が該当する箇所にチェックを付けて、内容を確認しましょう。

＜固定資産奉⾏ V ERP『建設仮勘定オプション』をお使いの場合＞

    当システムの対応ポイント・・・・・・・・

  第１章 資産の登録と税率別の確認

  第２章 汎⽤データの受け⼊れ（ご利⽤いただいている場合）

  第３章 建設仮勘定オプション

P. ２

１

  税率ごとの⾦額を確認する  ■■

  リース期間中に 10％に切り替わる資産を登録する  ■■

  経過措置適⽤の資産の取得で旧税率に変更する  ■■ P. ５

P. ６

P. ９

  追加契約分を新税率 10％で登録する  ■■

  外注契約⽇にもとづいて適切な税率を選択する  ■■ P.21

P.22

     

  汎⽤データを受け⼊れている場合に対応する  ■■ P.11

目　次



２

取得⽇付にもとづいた税率の⾃動判定
資産を登録する際に、資産の取得⽇にもとづいて税率を⾃動判定し、
税率改定後もミスなくスムーズに⼊⼒できます。

税率に応じたリース料⽀払額の切替
リース期間中に施⾏⽇を迎えるオペレーティング・リースは、契約内
容に従って、税率ごとに⽀払リース料の情報を⼊⼒できます。

１
POINT ⽇付にもとづいて税率を

    ⾃動判定するため安⼼

 「10％」にチェックを付けて
10％の⽀払情報を⼊⼒します

８％の⽀払情報を⼊⼒します

税率ごとの⽀払回数や⽀払開始⽇は
⾃動判定されます

 当システムの対応ポイント



２
POINT オペレーティング・リースの

       経過措置に対応
オペレーティング・リースは、指定⽇（2019 年４⽉ 1 ⽇）よりも前に契
約しリース開始された場合、旧税率での⽀払いが継続されます。
⽀払開始⽇付から適切な税率を⾃動判定し、施⾏⽇以後も旧税率のままリー
ス料の管理ができます。

施⾏⽇（2019 年 10 ⽉１⽇）
より前の場合は「８％」が
⾃動判定されます

３
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４

４
POINT 汎⽤データ受⼊形式に税率を

 直接指定できるレイアウトを追加
「リース資産データ」にも「資産データ」と同様に、税率を直接指定できる形式のレ
イアウトを⽤意しました。
新しいレイアウトを利⽤すると、税率ごとに受⼊記号を切り分ける必要がありませ
ん。

３
POINT 画⾯や帳票で効果的な

     税率の確認を実現
資産の登録時は、適⽤している税率が表⽰されるため、確認がスムーズにできます。
リース資産台帳、リース料⽀払⼀覧表などの管理資料では、税率ごとの消費税額が
確認できるため、正確かつ効率的な消費税額のチェックができます。

[ リース資産台帳 ] メニュー 

[ リース料支払一覧帳 ] メニュー 

FALA107：基本リース料
FALA108：消費税額
FALA114：消費税率新しいレイアウトイメージ  



旧税率に変更する（経過措置 8％）

取得⽇付が施⾏⽇（2019 年 10 ⽉１⽇）以後の場合は、税率が 10％で初期表⽰さ
れます。
建物や機械装置など経過措置が適⽤される資産は、税率を８％に変更します。

[ 資産管理 ]-[ 資産登録 ]-[ 資産登録 ] メニュー 

② 税率を「８％」に変更します

① 消費税欄にカーソルがある状態で
［消費税設定］を押します

１ 資産の登録と税率別の確認

５

第 章



６

税率ごとの⽀払情報を⼊⼒する

以下にあてはまるオペレーティング・リースは、2019 年 10 ⽉１⽇以後の⽀払か
ら税率が 10％になるため、税率ごとの⽀払情報を⼊⼒します。

2019 年
10 ⽉１⽇

リース
開始

８％ 10％
リース
契約

2019 年
4 ⽉１⽇以後 （10％施⾏⽇）

2019 年 10 ⽉ 1 ⽇
以後は、10％が適⽤
されます。

・リース契約が 2019 年 4 ⽉ 1 ⽇以後
・リース開始⽇が 2019 年 10 ⽉１⽇より前
・リース期間中に施⾏⽇（2019 年 10 ⽉１⽇）を迎える

ファイナンス・リースの取り扱い

ファイナンス・リースは、リース期間の途中で税率が切り替わるこ
とはありません。ファイナンス・リースとして登録している資産に
、リース会社から 10％に切り替わる⽀払を請求された場合は、

「よくあるお問い合わせ（FAQ）」（https://www.obc.co.jp/
support/faq）の [ キーワードから検索 ] ページで、以下の⽂書番
号をご確認ください。

⽂書番号：20961（奉⾏ｉシリーズ）
     10877（奉⾏ V ERP）

「ファイナンス・リース資産の 2019 年 10 ⽉以後のリース料が・・・」

参考

リース期間中に 10％に切り替わる資産に



７

再リース料の税率別入力

税率ごとに再リース料の⽀払情報を⼊⼒する場合は、[ 再リース・
解約 ] ページの [ 税率別確認 ] ボタンで登録します。

参考

① [ 税率別確認 ] ボタンを
クリックします

③ 「10％」にチェックを付けて 
  10％の⽀払情報を⼊⼒します

②  ８％の⽀払情報を⼊⼒します

[ 資産管理 ]-[ 資産登録 ]-[ リース資産登録 ] メニュー 



８

登録済みの資産に該当資産がないか確認したい

すでに登録済みのリース資産のうち、10％の⽀払情報の追加⼊⼒が
必要な資産がないかは、以下の⽅法でチェックできます。

[ 管理資料 ]-[ 資産台帳 ]-[ リース資産台帳 ] メニュー 

③ 「オペレーティング」にチェックを付けます

① 「リース開始」を選択します

②  「2019 年 4 ⽉１⽇ ~2019 年 9 ⽉ 30 ⽇」を⼊⼒します

④ 10％の基本リース料が表⽰されていない
明細は、明細⾏をダブルクリックして
修正します

こんなときは

？



９

税率ごとの⾦額の確認

税率ごとにリース⽀払額と消費税額が表⽰されるため、会計帳票との突合などスム
ーズにできます。

[ 管理資料 ]-[ 一覧表 ]-[ リース料支払一覧表 ]-[ リース料支払一覧表 [ 合計表 ]] メニュー 

チェックを付けます

消費税が税率別に表⽰されます
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参考

[ 管理資料 ]-[ 資産台帳 ]-[ 固定資産台帳 ]-[ 固定資産台帳 [ 明細表 ]] メニュー 

資産の場合は、固定資産台帳で消費税額を確認できるため、
会計帳票との突合などスムーズにできます。



汎⽤データの受け⼊れ第 章

汎⽤データの受⼊形式を追加

「リース資産」の受⼊形式に、税率を直接指定できる形式が新たに追加されました。

新しく追加された形式をお使いいただくと以下のメリットがあります。
・「資産データ」と同様の形式で作成できます
・税率の改定がある場合も、受⼊項⽬の変更は必要ありません

２

  【A】新しい受⼊形式『税率指定形式』

  【B】従前の受⼊形式『税率別項⽬形式』

10％⽤の列を追加します
 ８％分は８％⽤の項⽬に、
 10％分は 10％⽤の項⽬に
 それぞれセットします

「消費税率」項⽬に税率を指定します

税率改定があった場合も、セットする税率の
値を変更するだけで対応できます

（ご利⽤いただいている場合）

11

８％⽤



参考
従前の受⼊形式も引き続きお使いいただけます。
どちらの受⼊形式を使⽤するかは、お客様の状況に応じて選択し
てください。

12



・基本リース料（○％）
・基本リース料 消費税額（○％）
・維持管理費⽤（○％）
・維持管理費⽤ 消費税額（○％）

対応⽅法

 新しい新しい受⼊記号受⼊記号でで作成します作成します。。

 受⼊形式

以下の受⼊項⽬を削除します。

該当するレイアウトをご確認ください。
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  【A】新しい受⼊形式『税率指定形式』

新たに受⼊記号を追加します。
・FALA107：基本リース料
・FALA114：基本リース料 消費税率
・FALA190：基本リース料 消費税経過措置
・FALA108：基本リース料 消費税額

・⽀払回数（○％）
・⽀払開始⽇付（○％）
・維持管理費⽤⽀払回数（○％）

※税率別に項⽬がわかれています。

リース資産データ

資産データ
● 10％の資産を取得した場合

 受⼊形式

変更は変更は必要ありません。必要ありません。

 値のセット

 取得価額 消費税率 →「10」または空⽩



  【B】従前の受⼊形式『税率別項⽬形式』

 受⼊形式

10％⽤の項⽬を追加します。10％⽤の項⽬を追加します。
・基本リース料（10％）
・基本リース料 消費税額（10％）

   値のセット
● 10％のリース資産の場合

10％の項⽬にセットします。

●８％から 10％に切り替わる資産の場合
８％⽤と 10％の項⽬にそれぞれにセットします。
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 値のセット
  ● 10％のリース資産を契約した場合

・基本リース料         → 経理⽅式（※）に応じた⾦額をセット
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ※ [ 会計期間設定 ] メニューで設定

・基本リース料 消費税率    → 「10」 
・基本リース料 消費税経過措置 → 「0」または空⽩
・基本リース料 消費税額    → 契約書上の⾦額をセット

  ●８％から 10％に切り替わるリース資産を契約した場合

・基本リース料         → 経理⽅式（※）に応じた⾦額をセット
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ※ [ 会計期間設定 ] メニューで設定

・基本リース料 消費税率    → 「8」 
・基本リース料 消費税経過措置 → 「1」 （新税率に切り替わる）

・基本リース料 消費税額    → 契約書上の⾦額をセット



受⼊形式・受⼊項⽬の追加と受⼊記号

【Ａ】新しい受⼊形式『税率指定形式』
以下で説明されていない項⽬については、ヘルプ「汎⽤データ受⼊形式⼀覧
表」の⽬次から各データをご参照ください。

従前の受⼊形式（【Ｂ】）に変えて新たな受⼊形式（【Ａ】）を⽤意ました。
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●資産取得・リース契約データ
●リース資産データ（新規リース資産登録）
●リース資産データ【基本情報】

項⽬名 受⼊記号 備考

基本リース料 FALA107

基本リース料 
消費税率

FALA114

5 8 10

空⽩データを受け⼊れた場合は、⽀払開始⽇付・リース開始
⽇付に応じて税率が⾃動判定されます。

設定例は、P.19 の【「消費税率」と「消費税経過措置」項⽬の
設定例】をご参照ください。

基本リース料 
消費税経過措置

FALA190

0：旧税率を継続する 1：新税率に切り替わる

空⽩データを受け⼊れた場合は、「0：旧税率を継続する」が
設定されます。

設定例は、P.19 の【「消費税率」と「消費税経過措置」項⽬の
設定例】をご参照ください。

基本リース料 
消費税額

FALA108

空⽩データを受け⼊れた場合は、「基本リース料」をもとに「消
費税率」で⾃動計算されます。              
ただし、「消費税経過措置」が「0：旧税率を継続する」の場
合は、旧税率（８％）で⾃動計算されます。

【登録済みの資産に対して、汎⽤データを受け⼊れる場合】
 消費税額を⼿⼊⼒している（⾃動計算された消費税額と
 異なる⾦額に修正している）場合は、空⽩データを受け⼊れ
 ても⾃動計算されません。

維持管理費⽤ FALA109

※詳細については、「基本リース料」項⽬と同様です。維持管理費⽤ 
消費税経過措置

FALA191

維持管理費⽤ 
消費税額

FALA110

空⽩データを受け⼊れた場合は、「維持管理費⽤」をもとに   
「基本リース料 消費税率」で⾃動計算されます。

※詳細については、「基本リース料」項⽬と同様です。



●再リースデータ
●リース資産データ【再リース情報】
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項⽬名 受⼊記号 備考

再リース料 FARL005

再リース料
消費税率

FARL007

5 8 10

※空⽩データを受け⼊れた場合は、再リース開始⽇と⽀払
 ⽇付に応じて税率が⾃動判定されます。
※ 10 は、再リース開始⽇が 2019 年 10 ⽉１⽇以後の場合
 に設定できます。

設定例は、P.19 の【「消費税率」と「消費税経過措置」項⽬
の設定例】をご参照ください。

再リース料
消費税経過措置

FARL043

0：旧税率を継続する 1：新税率に切り替わる

空⽩データを受け⼊れた場合は、「0：旧税率を継続する」が
設定されます。

設定例は、P.19 の【「消費税率」と「消費税経過措置」項⽬
の設定例】をご参照ください。

再リース料
消費税額

FARL006

空⽩データを受け⼊れた場合は、再リース料をもとに、「再リ
ース料 消費税率」で⾃動計算されます。                         
ただし、「再リース料 消費税経過措置」が「0：旧税率を継
続する」の場合は、旧税率（８％）で⾃動計算されます。

【登録済みの資産に対して、汎⽤データを受け⼊れる場合】
 消費税額を⼿⼊⼒している（⾃動計算された消費税額と
  異なる⾦額に修正している）場合は、空⽩データを受け⼊れ
 ても⾃動計算されません。



【Ｂ】従前の受⼊形式『税率別項⽬形式』
従前の８％・5％に加えて、消費税率 10％⽤の項⽬が追加されます。各項⽬
の説明（備考欄）については、ヘルプ「汎⽤データ受⼊形式⼀覧表」の⽬次
から各データの項⽬欄をご参照ください。
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●資産取得・リース契約データ
●リース資産データ（新規リース資産登録）
●リース資産データ【基本情報】

項⽬名 受⼊記号 備考

５％⽤の受⼊項⽬ ※５％のリース料を計上する場合に⼊⼒します

維持管理費⽤ ⽀払回数
(5%)

FALA170 消費税率（５％分）の維持管理費⽤⽀払回数を⼊⼒します。

８％⽤の受⼊項⽬ ※８％のリース料を計上する場合に⼊⼒します

⽀払回数（8%） FALA163
消費税率（８％分）の基本リース料⽀払回数と維持管理費⽤
⽀払回数を⼊⼒します。維持管理費⽤ ⽀払回数

（8%）
FALA171

10％⽤の受⼊項⽬ ※ 10％のリース料を計上する場合に⼊⼒します

基本リース料 (10%) FALA150 消費税率（10％）分の基本リース料と、その消費税額を⼊⼒
します。

「消費税額」が空⽩のデータを受け⼊れた場合は、「基本リー
ス料」をもとに⾃動計算されます。

【登録済みの資産に対して、汎⽤データを受け⼊れる場合】
 消費税額を⼿⼊⼒している（⾃動計算された消費税額と
 異なる⾦額に修正している）場合は、空⽩データを受け⼊れ
 ても⾃動計算されません。

基本リース料 消費税額
（10%）

FALA151

⽀払開始⽇付（10%） FALA164 消費税率（10％分）の⽀払開始⽇付を⼊⼒します。

維持管理費⽤（10%） FALA152

※詳細については、「基本リース料」項⽬と同様です。
維持管理費⽤ 消費税額

（10%）
FALA153



●再リースデータ
●リース資産データ【再リース情報】
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項⽬名 受⼊記号 備考

８％⽤の受⼊項⽬ ※８％の再リース料を計上する場合に⼊⼒します

⽀払回数（８%） FARL060
再リース⽀払回数（FARL008）のうち、消費税率（８％分）
の⽀払回数を⼊⼒します。

10％⽤の受⼊項⽬ ※ 10％の再リース料を計上する場合に⼊⼒します

再リース料（10%） FARL055 消費税率（10％）分の再リース料と、その消費税額を⼊⼒し
ます。

「消費税額」が空⽩のデータを受け⼊れた場合は、「再リース
料」をもとに⾃動計算されます。

【登録済みの資産に対して、汎⽤データを受け⼊れる場合】
 消費税額を⼿⼊⼒している（⾃動計算された消費税額と
 異なる⾦額に修正している）場合は、空⽩データを受け⼊れ
 ても⾃動計算されません。

再リース料消費税額
（10%）

FARL056

⽀払開始⽇（10%） FARL063 消費税率（10％分）の⽀払開始⽇付を⼊⼒します。



【「消費税率」と「消費税経過措置」項⽬の設定例】

●８％リース資産を契約した場合（10 ⽉以後も８％）

●８％から 10％に切り替わるリース資産を契約した場合（オペレーティング・リース）

● 10％リース資産を契約した場合

【Ａ】新しい受⼊形式『税率指定形式』
 

 
  ●８％リース資産を契約した場合（10 ⽉以後も８％）

 

 

 

  ●８％から 10％に切り替わるリース資産を契約した場合 ( オペレーティング・リース )

  ● 10％リース資産を契約した場合

消費税率 消費税額基本リース料
消費税

経過措置

新税率の改定があっても受⼊形式に変更はありません。
セットする税率の値を切り替えるだけで対応できます。POINT
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新税率に切り替える

10％

８％



【Ｂ】従前の受⼊形式『税率別項⽬形式』
 

 
  ●８％リース資産を契約した場合（10 ⽉以後も８％）

  ●８％から 10％に切り替わるリース資産を契約した場合 ( オペレーティング・リース )

 
 

  ● 10％リース資産を契約した場合

新税率の改定があった場合は、受⼊項⽬を増やします。
なお、８％分は 8％⽤の項⽬に、10％分は 10％⽤の項⽬に
それぞれ値をセットします。

POINT

8％⽤
基本リース料・消費税額

10％⽤を追加
基本リース料・消費税額

8％⽤の⽀払回数を追加

20

８％ 10％⽤を追加
基本リース料・消費税額



アラートメッセージをもとに税率を選択する

第 章

⻑期間の⼯事を要する外注契約の資産は、契約⽇付から税率が⾃動判定されます。
また、指定⽇（2019 年４⽉１⽇）から施⾏⽇（2019 年 10 ⽉１⽇）までの契約⽇付
の場合には、メッセージが表⽰され、引渡⽇をもとに適切な税率の選択を促します。

＜固定資産奉⾏ V ERP『建設仮勘定オプション』をお使いの場合＞

建設仮勘定オプション

[ 建設仮勘定管理 ]-[ 建設仮勘定計上 ]-[ 建設仮勘定情報登録 ]

　　　　　　　　　　　　　　　　 　-[ 建設仮勘定振替先資産登録 ] メニュー 
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契約⽇付 税率

2019 年 4 ⽉１⽇より前 ８％（⾃動判定）

2019 年 4 ⽉１⽇〜 9 ⽉ 30 ⽇ ８％と 10％を選択

2019 年 10 ⽉１⽇以後 10％（⾃動判定）

契約⽇付から
税率を⾃動判定します

外注契約⽇付にもとづく税率の⾃動判定と

契約⽇付が 2019 年 4 ⽉１⽇〜 9 ⽉ 30 ⽇
の場合はメッセージが表⽰され、
適切な税率の選択を促します

３



追加契約分は新税率 10％の⽀払情報を⼊⼒する

本契約で経過措置が適⽤されている資産でも、指定⽇ 2019 年 4 ⽉ 1 以後の追加契
約分は、税率 10％の⽀払情報を⼊⼒します。
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10 ⽉１⽇以後
完成引渡

2019 年
10 ⽉１⽇

（10％施⾏⽇）
2019 年
4 ⽉１⽇

[ 建設仮勘定管理 ]-[ 建設仮勘定計上 ]-[ 建設仮勘定情報登録 ]

　　　　　　　　　　　　　　　　 　-[ 建設仮勘定振替先資産登録 ] メニュー 

① [ 税率別確認 ] ボタンを
クリックします

② 「10％」にチェックを付けます

③ 「契約⾦額」と「消費税額」
を⼊⼒します

本契約分

追加契約分

８％
（経過措置の適⽤）

10％
（経過措置の適⽤なし）
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